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近年の沖縄県における
インフルエンザ発生状況

（出典：沖縄県感染症情報センター http://www.idsc‐okinawa.jp/ ）



沖縄県Ａ型インフルエンザ
全数把握調査（第21週：5/18～5/24）

（出典：IASR,Vol.30 p.183-184: 2009年7月号 http://idsc.nih.go.jp/iasr/30/353/pr3534.html ）



新型インフルエンザ全数報告期間中（4/28～7/24）の

都道府県別発症日別報告数推移
(厚労省新型インフルエンザ対策室把握分、7月24日6時現在、n=4,802*)

*全4,986例中発症日と自治体の記載がある症例のみ

6/29、沖縄県での
1例目が報告



新型インフルエンザ全数報告期間中（4/28～7/24）の

沖縄県における発症日別報告数推移
（7月24日現在報告分、n=124：全128例中発症日の記載がある症例のみ）

発症日

報告数

第27週 第28週 第29週



年齢群別報告数
沖縄県（左図、n=124）と全国（右図、n=4,689）との比較

（厚労省新型インフルエンザ対策室把握分、7月24日6時現在）



年齢群別報告数
沖縄県（左図、n=124）と全国（右図、n=4,689）との比較

（厚労省新型インフルエンザ対策室把握分、7月24日6時現在）



インフルエンザ定点あたり報告数
2009年第1～33週沖縄県感染症情報センター http://www.idsc‐okinawa.jp/ より

第30週（7/20～7/26）以降

新型インフルエンザが優位に

中部保健所管内での拡大が先行、その後、
南部および中央保健所管内で患者か急増



沖縄県インフルエンザ年齢別診断週別定点報告数と
その割合（2009年第28～34週、n=7,400）

新型優位



沖縄県内におけ
るクラスターの

報告状況
（7/28～8/18）
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管轄保健所別クラスター発生報告数
（7月27日～8月18日、n=242）

報告日

報告数

中部保健所管内で、特に多く
発生した



施設別報告日別クラスター発生報告数
（7月27日～8月18日、n=242）

報告日

報告数



施設別報告日別クラスター発生報告数割合
（7月27日～8月18日、n=242）

ただし、個々のクラスターについて、疫学情報の収集が困難になった状況
下では、「共通の感染機会の場」ではなく、「共通の所属施設」として届けら
れたものも少なくない。



沖縄県内における疫学的状況のまとめ（1）

• 5月頃から、インフルエンザの定点からの報告数
が増加傾向を示したが、第21週（ 5/18～5/24）
の時点では、迅速診断キットでA型と診断された
もののうち、新型インフルエンザは検出されな
かった。

• 6月29日（第27週）に県内第1例目が報告された
（オーストラリアからの帰国者）。

• 7月23日（第30週）までの、全数把握期間におい
ては、報告例における年齢の傾向は、全国と同
様（年齢中央値16歳、10代が最も多い）。

• 7月24日以降、定点報告数での年齢群別割合は、
20代以上が50％前後を占めている。



沖縄県内における疫学的状況のまとめ（2）

• 7月24日～8月18日までの、クラスターサーベイラン
スでは、3分の1が保育園における発生だった。

• クラスターの発生施設のうち、85％が、保育園から
大学等の学校など、20代までの若年層が集団生活
をおくる場所だった。

• ただし、同じクラスターと報告されても、「共通する感
染機会の場」だったかについては、十分な調査がな
されていない可能性がある。

• 小学校から高校までの多くの教育機関が夏季休業
中であることを考えると、課外活動や、地域のイベン
トが感染機会になった可能性が考えられる。



医療機関における問題点



今後の対応についての課題
沖縄県だけではなく、全国の自治体の課題といえる。

急増する患者への対応
• 平日の日中、夜間の救急体制
• 週末の医療体制
• 重症患者の受け入れ態勢

インフルエンザ以外の重症患者＋重症インフルエンザの患者

教育機関への対応（学校との連携）
• 有効な学級閉鎖、学校閉鎖のありかたの検討
• 衛生教育として手指衛生、咳エチケット等を伝達
• 生徒への感染伝播防止につながる行動の助言：インフルエン

ザ様症状を発症した生徒の自宅待機遵守の指示

一般の人々への有効なメッセージの発信
• 症状がある者への助言、濃厚接触者の健康観察の指示、一般

への手指衛生、感染伝播防止の行動などのメッセージの伝達
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